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LMSを使用した非同期型オンライン授業における学習者の存在感

を表現するための学習ログの処理 
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概要：オンライン授業は大きく分けると同期型オンライン授業（リアルタイム授業）と非同期型オンライン授業（オ
ンデマンド型）に分かれているが，特に非同期型オンライン授業のうち LMS にあるテキストを読みながら学習者個
人で必要な学習を行う形態では，他者の存在感を感じられないという問題点がある．そのような存在感の無さから孤

独感やモチベーションの維持が難しいといったような問題点に繋がる．本研究では，学習者が LMS を操作するとき
に記録されるログデータ（学習ログ）をもとに社会的存在感を醸成し，問題解決を目指す．社会的存在感を醸成する
ために，LMS に記録されている学習ログのうち，アクセス時間やアクセスページ，ユーザ ID から学習者のページの

遷移情報を可視化し，他の学習者が学習している様子を表現するシステムを構築する．本研究は，構築するシステム
の概要と構築にあたって必要となるログデータの処理およびデータベースの構築について報告する． 
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1. はじめに   

インターネットの普及とともにオンライン授業の需要が高

まっている．オンライン授業は大きく分けると同期型オン

ライン授業（リアルタイム授業）と非同期型オンライン授

業に分かれている．同期型はあらかじめ決まった時間に，

教員と学生がリアルタイムで学習を進めていくものであり，

非同期型はテキスト，スライド，音声，動画等のコンテン

ツをオンラインで公開し，学生が自分のペースで閲覧し学

習を進めるものである．オンライン授業は対面授業に比べ

て遠隔地においても教育を受けることができ，時間やコス

トを節約できるといったメリットもあるものの，一緒に学

習を行っている人がいるというような存在感を感じられな

いといった問題点もある．存在感の無さといったものから

孤独感やモチベーションの維持が難しいといったような問

題点に繋がる．特に一人で学習を行うテキスト型の e-

learning においては社会的存在感のメディアによる考え方

の立場から，より問題点が顕著なものであると考えられる

[1]．存在感は探求の共同体(Community of Inquiry)のモデル

で示されているように社会的存在感，認知的存在感，教授

的存在感の 3 つの概念で構成されている．社会的存在感は

SHORT ら(1976)によってコミュニケーション・メディア(電

話，テレビ会議，手紙など)を媒介した他者の存在感に関す

る概念と提唱されており，社会的存在感を醸成することに

よりオンライン授業での存在感の無さを解消することがで

きる[2]．そこで本研究ではアクセス時間，アクセスした人，

 
 

アクセスページのログデータのみから行う社会的存在感の

醸成する方法として，ページ遷移の可視化に着目する．ペ

ージ遷移の可視化とは，テキストベースの LMS を用いて

学習する際の学習者の学習したページの動きのことを指す．

学習者のページ遷移の可視化という具体的な動きがより他

者をイメージづけ，社会的存在感を高めると考えられる．

また，本研究で対象とする授業形態は，学習管理システム

(LMS)であるmoodleにより個別に学習を行うテキストベー

スの非同期型オンライン授業である．本稿では提案するシ

ステムの概要とそのシステムの構築にあたって必要となる

ログデータの処理及びデータベースの構築について報告す

る． 

2. 研究の目的 

本研究は社会的存在感の醸成により学習者の動機付けや孤

独感の軽減に貢献することを目的としたシステムを開発し，

システムの実験，評価を行う．具体的には他の学習者のペ

ージ遷移をアニメーションとして可視化することにより社

会的存在感を醸成するシステムを開発する．この報告では，

アニメーションによる可視化に必要となる，学習者が特定

のテキストページにアクセスしている情報を LMS に記録

される学習ログから抽出する処理について報告する． 

3. 提案システム 

提案するシステムの概要は以下の通りである． 

(1)の学習者が学習を行ったログデータ（アクセス時間，ユ
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ーザ ID，アクセスページ）から(2)のページ遷移を可視化 

し，(3)のようなシステムを構築する．その際の遷移の処理

の流れとしては(4)のようになる． 

(1) 扱うデータ 

 

図 1 扱うログデータ（アクセス時間，ユーザ ID，アク

セスページ） 

Figure 1  Log data (access time, user ID, access page) 

扱うデータは上図 1 のアクセスした時間と誰がアクセスし

たか区別するユーザ ID と何ページにアクセスしたかとい

うチャプターID の 3 つである．また，本システムでは扱う

ログデータの時間を 10 分区切りで考える．この 10 分の区

切りは，学習者のアクセス時間のログデータを 10 分，30

分，60 分の間隔で区切ってグラフ化した際に，同時学習者

の人数にほとんど差がなかったため，よりリアルタイムに

近いページ遷移の可視化という点で設定した． 

 

(2) ページ遷移 

ページ遷移とは学習者がどのページからどのページに移動

して読み進めているといったような学習者の動きを表す．

具体的には図 2 のように学習者を白い丸に見立て，実際に

学習を行っているページに対応して移動させるといったも

のである．今回の研究ではデータとしてアクセス時間，ア

クセスした人，アクセスしたページといったデータのみを

用いるため，学習者のページの遷移に着目する．また，ペ

ージ遷移という学習者のより具体的な動きがより他者をイ

メージづけ，社会的存在感を高めると考える． 

(3) システムの外観 

 

図 2 本システムの外観 

Figure 2  Appearance of this system 

 

 

図 3 本システムの外観 

Figure 3  Appearance of this system 

 

本システムは moodle による学習を行う授業を対象として

いるので，図 3 のように moodle のブロックとして実装す

る．学習科目のテキストページ右側に配置し，他の学習者

のページ遷移の動きを学習しながら確認することができる． 

 

(4) 学習者のページ遷移の動きとその処理 

システムのページ遷移の可視化の動きとしては学習者を図

2 のように白い丸に見立てて，白い丸の移動により再現す

る．データを 10 分間隔で扱うため，10 分毎に白い丸がア

ニメーションにより遷移し，10 分間隔の中で一度でもアク

セスしたページを次の 10 分間に表示するものとする．そ

のような白い丸を動かす際の処理の流れは以下のようにな

る． 

1. アクセスした時間，ページ，ユーザ ID を学習ログか

ら取得する． 

2. ページ閲覧者がアクセスして表示した時刻から 10 分

前のデータを取得して，記録されたデータをもとに，

それぞれのページにアクセスしていたユーザを模し

た白い丸を 10 分間表示する． 

3. 2 のアクセスから 10 分間を経過した時刻に，その時

刻から 10 分前のデータを取得して，記録されたデー

タをもとに，それぞれのページにアクセスしていたユ

ーザを模した白い丸が移動するアニメーションで表

示する．ただし，20 分間，ページを遷移した記録がな

いユーザに対応する白い丸は表示を消す． 

4. 以降は，3 を繰り返す 

具体例を用いて遷移の流れをみていく． 

学習者 A が 9:05 に 1p にアクセス，9:12 に 2p にアクセス，

9:19に 3pにアクセス，9:27に 4pにアクセスしたとすると，

システムの表示は下図 4 のようになる．破線の白い丸は前

10 分間に表示されていたもので，実線の白い丸が現在表示

されているものになる．9:00 からの 10 分間においてはデ

ータの取得を行うだけで表示は行われず，9:10 からの 10 分

間においては 1p を 10 分間表示，9:20 からの 10 分間にお

いては 2,3p を 10 分間表示，9:30 からの 10 分間においては

4p を 10 分間表示，9:40 からの 10 分間においては前の 10

分間にアクセスは無いが延長して表示を行い学習者Aの表

示を終了する． 
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図 4 〇の遷移の表示と流れ 

Figure 4  Display and flow of transition of 〇 

4. ログデータの処理 

収集されるログデータは下図 5 の A~H のアクセス時間，

ユーザの ID，アクセスしたページ，IP アドレスなどからな

る．今回収集したデータはおよそ 1 コマ(90 分)の授業につ

き約 3000～5000 行になり，授業は全 15 回行われる． 

 

 

図 5 収集されるログデータ 

Figure 5  Log data collected  

 

本システムを実装する際のログデータの処理は図 5 のよ

うなmoodleから得られるログデータを10分間隔に区切り，

その 10 分間隔においてユーザが何ページにアクセスして

いたかを集計する必要がある．ログデータから得られたア

クセス時間の分の下 1 桁の位を丸め，10 分間隔の時系列デ

ータにし,10 分間隔のアクセス数をカウントする．さらにア

クセスしたページ番号のカウントを行い，10 分間隔におい

て何人の学習者がどのページにアクセスしたかを集計する． 

フローチャートを以下に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の行った処理としては以下に示す．moodle で記録され

た csv ファイルのログデータを python の pandas で読み込

みデータフレームとして扱う．まず，日付を時系列処理行

うために object 型から datetime 型に変換を行い，アクセス

時間の分の下 1 桁の位を丸め，10 分間隔の時系列データに

する．その後，時間とページ番号とユーザ ID でカウント

し，csv ファイルへと出力を行う． 

集計後のデータを下図 6 に示す． 

A 列はログデータの始めのアクセス時間から 10 分間隔に

区切った時間であり，B 列以降の数字はページ番号を表し

ている．具体的には 2 行目の 2020 年 6 月 8 日 00:00-00:10

においては学習者 A が 50131,50134,50136 にアクセス，学

習者Bが 50134,50136にアクセスしたものを集計した結果，

50131 が 1 カウント，50134 が 2 カウント，50136 が 2 カウ

ントのように集計したものである． 

 

図 6 10 分間隔におけるカウントプログラムの集計結果 

Figure 6  Aggregation result of counting program at 

 10-minute intervals 

 

集計した 10 分間隔のアクセスデータを元にページ遷移情

報を白い丸により可視化する． 

5. データベースの構成 

データベースの構成にはオープンソースのリレーショナル

データベース管理システムの MySQL を使用する．csv ファ

イルにより保存されるログデータの処理が容易であり，シ

ステムの実装には php を用いるため php と相性が良いデー

タベースであるといったような理由から MySQL を使用す

る． 

具体的には処理した 10 分間隔においてのページアクセス

開始 

ログデータを取得 

ログデータを 10 分間隔に区切る 

処理 

10 分間隔のページ毎にアクセス数を 

集計 

終了 

集計したアクセス数をカウント 
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数のデータをテーブルに格納し，必要なデータを参照，シ

ステムのページ遷移の動きへと反映するといった流れにな

る． 

6. まとめと今後の展望 

本稿では moodle を用いた非同期型オンライン授業におい

て，ページ遷移の可視化により社会的存在感を醸成するシ

ステムを提案した．また，そのシステムを構築するにあた

って必要となるログデータの処理として，ログデータを 10

分間隔に区切り，ページ毎に学習者のアクセス数のカウン

トを行う処理について報告を行った．処理したログデータ

からデータベースを作成する処理についてはまだ検討が確

実にできておらず，今後検討する必要がある． 

今後はログデータからデータベースを作成後，実際にシス

テムを作成し，提案システムの動きを再現，moodle への適

用を行う．その後実験環境の考察，実験後の評価のための

アンケートの作成などを行う必要があると考える． 
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